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令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
の
概
要

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
３
９
０
億
３
５
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
と
の
比
較
で
は
、
額
と
し
て
６
億

円
の
減
、
率
に
し
て
１
・
５
％
の
減
と
な

り
ま
す
。

　
歳
入
は
、
根
幹
を
な
す
市
税
は
、
市
民

税
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
減
を
、
固
定
資
産
税
も
、
評

価
替
え
な
ど
に
よ
り
減
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

歳
出
は
、
本
庁
舎
の
空
調
機
器
整
備

工
事
、
鴻
巣
市
役
所
入
口
に
あ
る
旧
埼
玉

縣
信
用
金
庫
建
物
に
お
け
る
賑
わ
い
創
出

交
流
拠
点
整
備
事
業
、
道
の
駅
整
備
事
業

な
ど
の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
事
業
に
お
け
る

飼
育
施
設
建
設
工
事
、
中
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
に
お
け
る
改
築
工
事
等

は
、
事
業
の
完
成
に
伴
い
減
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

主 な 事 業 に 注目
  安全・安心に暮らせるまちづくり
◦新ごみ処理施設整備推進事業【一部新規】� 2,276
◦下水道事業（維持管理）【一部新規】� 311,000
◦防災行政無線管理事業� 9,681
◦災害支援体制整備事業【一部新規】� 27,979
◦地域防災計画整備事業【一部新規】� 7,038

  住みたい・住んでよかったと思える快適なまちづくり
◦コウノトリ飼育施設管理運営事業【新規】� 49,136
◦花のある暮らし応援事業【新規】� �5,242
◦幹線道路等整備事業【新規】� 669,350
◦ひなちゃん子育て応援基金公園遊具整備事業【新規】� 24,400
◦緑化推進事業【一部新規】� 2,387

  いきいきと健康で充実した生活を過ごせるまちづくり
◦ひなちゃん応援特別給付金支給事業【新規】� 21,000
◦幼保施設花いっぱい事業【新規】� 1,170
◦養育支援訪問事業【新規】� 1,256
◦子どもの居場所支援事業【新規】� 1,744
◦敬老会代替品等支給事業【新規】� 46,267

 賑わいと活力と魅力を創出できるまちづくり
◦賑わい創出交流拠点整備事業� 170,078
◦道の駅整備事業� 336,380
◦産業団地整備に伴う周辺環境整備事業� �4,950
◦花いっぱいのまちづくり事業【新規】� 18,472
◦花き産地生産支援事業【一部新規】� �3,952

  子どもから大人まで、生涯にわたる学びと文化が根付くまちづくり
◦小・中学校適正規模及び適正配置事業【新規】� 5,786
◦小学校教育用パソコン設置事業� 264,345
　中学校教育用パソコン設置事業
◦図書館管理運営事業【一部新規】� 243,974
◦上谷総合公園内スポーツ施設管理運営事業� 33,857

  市民協働による、一人一人が主役のまちづくり
◦第６次総合振興計画後期基本計画策定事業【新規】� 9,961
◦笠原小学校跡地利活用研究事業【新規】� 9,030
◦ＤＸ推進事業【新規】� 7,709
◦公有財産管理事業【一部新規】� 31,236
◦出納事務事業【一部新規】� 29,478

令和３年度 会計別当初予算額 （単位：千円）
一　般　会　計 39,035,000

特
別
会
計

国民健康保険事業 11,668,000
介護保険 8,700,000
北新宿第二土地区画整理事業 633,000
広田中央特定土地区画整理事業 120,000
後期高齢者医療 1,524,000
農業集落排水事業 145,000

計 22,790,000
公
営
企
業
会
計

水道事業会計 3,222,975
下水道事業会計 5,561,003

計 8,783,978
合　　　計 70,608,978

（単位：千円）

　３月定例会は、２月24日から３月22日までの27日間の会期で開かれ、市長から提出された「令和３年
度鴻巣市一般会計予算」など55件の議案について慎重審議し、すべての議案を原案のとおり同意・承認・
可決しました。
　最終日に、委員会提出議案として３議案、議員提出議案として１議案が上程され、そのうち３議案は
原案のとおり可決しましたが、１議案は否決となりました。

審議議案審議議案

令和３年度鴻巣市一般会計予算決まる令和３年度鴻巣市一般会計予算決まる
輝く未来へ向けて躍進の１年輝く未来へ向けて躍進の１年

３月
定例会
2/24 ～ 3/22
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建
築
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

要
保
護
児
童
対
策
事
業

問「
こ
こ
の
巣
」
に
配
置
さ
れ
る
職
員
の

仕
事
内
容
は
。

答「
こ
こ
の
巣
」
は
、
子
ど
も
と
家
庭
、

妊
産
婦
な
ど
を
対
象
と
し
、
子
ど
も
に
関

す
る
相
談
全
般
か
ら
児
童
虐
待
の
対
応
な

ど
、
関
係
機
関
と
の
調
整
機
能
を
持
つ
、

こ
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
で
す
。
令
和

３
年
４
月
か
ら
子
育
て
支
援
課
内
に
設
置

し
ま
す
。

　

子
ど
も
家
庭
支
援
員
を
常
時
２
人
、
虐

待
対
応
専
門
員
を
常
時
１
人
配
置
し
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
支
援
員
は
、
家
庭
の
相
談
対

応
や
調
整
、
調
査
、
支
援
及
び
指
導
等
が

仕
事
内
容
と
な
り
ま
す
。
虐
待
対
応
専
門

員
は
、
虐
待
相
談
、
虐
待
が
認
め
ら
れ
る

家
庭
へ
の
支
援
、
児
童
相
談
所
、
保
健
所
、

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携

及
び
調
整
等
が
仕
事
内
容
と
な
り
ま
す
。

問
シ
ス
テ
ム
改
修
の
理
由
は
。

答
児
童
相
談
シ
ス
テ
ム
の
改
修
理
由
は
、

虐
待
が
心
配
さ
れ
る
家
庭
な
ど
が
市
外
転

出
し
た
際
の
自
治
体
間
の
引
継
ぎ
や
児
童

相
談
所
と
市
町
村
の
情
報
共
有
が
不
十
分

で
、
命
に
関
わ
る
重
篤
な
児
童
虐
待
に

陥
っ
た
ケ
ー
ス
が
複
数
発
生
し
、
社
会
的

な
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全
国

統
一
の
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
国
が
開
発

し
、
そ
の
シ
ス
テ
ム
に
市
町
村
の
児
童

デ
ー
タ
を
登
録
で
き
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
改

修
す
る
も
の
で
す
。

認
知
症
総
合
支
援
事
業

問
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
は
ど
の
よ
う
に
整
備

す
る
の
か
。
ま
た
、
県
と
の
連
携
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

答
令
和
元
年
６
月
に
策
定
さ
れ
た
認
知
症

施
策
推
進
大
綱
の
中
で
、
全
市
町
村
に
お

い
て
、
本
人
、
家
族
の
ニ
ー
ズ
と
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
支
援
を
つ
な

ぐ
仕
組
み
と
し
て
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
を

整
備
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
３
年
４
月
よ
り
、
新
た
に

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
人
を
機
能
強
化
型

の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、

オ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
認
知
症
の
人
や

そ
の
家
族
の
支
援
ニ
ー
ズ
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
い
、
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
整
備
、

運
営
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
県
に

は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
対
し
て
研
修

を
行
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

ひ
な
ち
ゃ
ん
子
育
て
応
援

基
金
公
園
遊
具
整
備
事
業

問
せ
せ
ら
ぎ
公
園
に
設
置
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
の
よ
う
な
遊
具
な
の
か
。

答
公
園
内
の
既
存
の
遊
具
は
撤
去
せ
ず
、

や
農
産
物
生
産
者
、
民

間
事
業
者
が
連
携
し
、

地
場
産
品
の
消
費
拡

大
、
大
学
と
の
共
同
研

究
、
定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
り
、
賑

わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
の

活
力
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
日
本
薬
科
大
学
、
女
子
栄
養
大
学
と
の

連
携
は
。

答
両
大
学
と
は
、
令
和
元
年
９
月
４
日
に

地
場
産
業
の
振
興
等
に
関
す
る
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
、
特
産
品
を
活
用
し
た
食

事
メ
ニ
ュ
ー
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

情
報
系
シ
ス
テ
ム
事
業

問
「
こ
う
の
と
り
っ
ぷ
」
の
詳
細
は
。

答
「
こ
う
の
と
り
っ
ぷ
」
と
は
、
市
で
保

有
し
て
い
る
様
々
な
地
図
情
報
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
地
理
情
報
提

供
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
、
位
置
情
報
を

持
っ
た
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
管
理
・
加
工

し
て
、
地
図
上
で
視
覚
的
に
分
か
り
や
す

く
表
現
し
て
い
ま
す
。

問
今
後
追
加
す
る
地
図
情
報
は
。

答
令
和
３
年
度
か
ら
は
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
追
加
す
る
予
定
で
す
。今
後
は
、

防
犯
灯
管
理
シ
ス
テ
ム
、
避
難
行
動
要
支

援
者
管
理
シ
ス
テ
ム
、
水
道
マ
ッ
ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
、
下
水
道
配
管
図
シ
ス
テ
ム
、

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
費

補
助
金

問
予
算
４
４
２
万
６
０
０
０
円
の
内
容
は
。

答
令
和
３
年
３
月
末
で
終
了
す
る
予
定
で

し
た
が
、
さ
ら
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
拡

大
を
目
的
に
、
国
が
３
年
９
月
末
日
ま
で

手
続
終
了
期
限
を
延
長
し
た
た
め
、
６
カ

月
分
を
計
上
し
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
収
納
代
行
業
務
委
託

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
の
税
金
等

の
支
払
い
は
。

答
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

に
よ
る
税
金
等
の
収
納
を
追
加
導
入
す
る

こ
と
か
ら
、
簡
単
で
便
利
な
支
払
い
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

賑
わ
い
創
出
交
流
拠
点

整
備
事
業

　
鴻
巣
市
役
所
入
口
に
あ
る
旧
埼
玉
縣
信

用
金
庫
建
物
を
購
入
・
改
修
し
、
市
民
の

交
流
拠
点
を
整
備
す
る
事
業
で
す
。

問
具
体
的
な
取
組
内
容
は
。

答
産
官
学
連
携
に
よ
り
、
本
市
の
地
方
創

生
の
取
組
を
横
断
的
か
つ
効
果
的
に
推
進

す
る
拠
点
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
食
と
健
康
を
テ
ー
マ
に
、
大
学

当初予算当初予算当初予算

当初予算

当初予算

当初予算

当初予算

（イメージ図）
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限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
遊
び
を
体
験
し
、
運
動
能
力
の

増
進
に
役
立
つ
大
型
複
合
遊
具
を
設
置
し

ま
す
。未

就
学
児
お
散
歩
コ
ー
ス

整
備

問
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業

の
未
就
学
児
お
散
歩
コ
ー
ス

安
全
対
策
工
事
で
、
今
回
の

場
所
と
工
事
内
容
は
。

答
令
和
３
年
度
は
２
カ
所
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
１
カ
所
目
は
、
寺
谷
保
育
園
の
お

散
歩
コ
ー
ス
と
な
る
、
寺
谷
地
内
の
市
道

Ａ–

１
０
０
３
号
線
と
市
道
Ａ–

１
０
０
４

号
線
の
交
差
点
部
、
２
カ
所
目
は
保
育
室

風
の
街
の
お
散
歩
コ
ー
ス
と
な
る
、
吹
上

富
士
見
団
地
内
の
市
道
吹
７
３
４
号
線
と

市
道
吹
６
９
１
号
線
の
交
差
点
部
で
す
。

２
カ
所
と
も
歩
行
者
の
滞
留
場
所
と
な
る

交
差
点
の
四
隅
に
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の
設

置
を
計
画
し
ま
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
整
備

推
進
事
業

問
令
和
３
年
度
か
ら
は
ど
の
よ
う
に
事
業

を
展
開
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
市
民
へ
周
知
を
し
て
い
く
の
か
。

答
２
年
度
は
、
北
本
市
と
連
携
し
て
い
く

と
い
う
本
市
の
方
針
か
ら
、
勉
強
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
３
年
度
は
、
そ
の
中

身
を
深
め
、
市
長
同
士
の
協
議
が
で
き
る

と
こ
ろ
ま
で
目
指
し
ま
す
。
３
年
度
予
算

で
は
、
枠
組
の
規
模
に
伴
う
事
業
費
は
ど

の
程
度
か
か
る
の
か
を
検
討
す
る
予
算
を

組
ん
で
い
ま
す
。
枠
組
が
確
定
し
た
と
き

に
は
、
市
民
に
周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
予
算
の

減
額
要
因

問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
考
慮
し
、
前
年
度
予
算
よ
り
１
億
３
０

９
７
万
９
０
０
０
円
減
額
と
の
説
明
だ

が
、
そ
の
要
因
及
び
根
拠
は
。

答
要
因
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
所
得
の
減
少
が

予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
国
保
税
も
減
収

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
根
拠

と
し
て
は
対
前
年
で
、
給
与
収
入
が
マ
イ

ナ
ス
10
％
、営
業
所
得
が
マ
イ
ナ
ス
20
％
、

農
業
所
得
が
マ
イ
ナ
ス
10
％
、
不
動
産
所

得
が
マ
イ
ナ
ス
10
％
を
見
込
み
、
結
果
的

に
ト
ー
タ
ル
で
６
・
２
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

鴻
巣
市
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生

復
帰
セ
ン
タ
ー
条
例

問
本
施
設
は
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
が

目
的
と
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
。

答
令
和
３
年
秋
頃
に
２
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

を
譲
り
受
け
、こ
の
施
設
で
飼
育
し
ま
す
。

そ
し
て
、
繁
殖
を
行
い
、
そ
の
子
ど
も
た

ち
を
放
鳥
し
、
野
生
復
帰
さ
せ
る
こ
と
が

こ
の
施
設
の
主
た
る
業
務
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、小
学
生
な
ど
の
環
境
学
習
の
場
や
、

放
鳥
す
る
た
め
に
採
餌
環
境
を
整
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
保
全
の
推
進

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
新
た
に
コ
ウ
ノ
ト

リ
と
い
う
シ
ン
ボ
ル
が
で
き
る
の
で
、
商

店
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
絡

ん
だ
様
々
な
商
品
を
開
発
す
る
な
ど
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
里
づ
く
り
事
業
の
拠
点
と
な

る
場
所
で
す
。

問
セ
ン
タ
ー
の
名
称
は
ど
の
よ
う
に
決
め

た
の
か
。
ま
た
、
愛
称
を
公
募
等
で
決
め

る
の
か
。

答
名
称
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
当
施
設
の

役
割
や
位
置
づ
け
を
明
確
に
す
る
た
め
、

当
施
設
を
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
飼
育
や
繁
殖
、

野
生
復
帰
の
た
め
に
放
鳥
す
る
拠
点
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
、
決
定
し
て
い
ま
す
。
愛

称
は
、
市
民
か
ら
公
募
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
。

鴻
巣
駅
東
口
駅
通
り
地
区

市
街
地
再
開
発
事
業

問
無
電
柱
化
の
場
所
は
。

答
１
路
線
は
駅
東
口
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差

点
か
ら
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
前

ま
で
で
す
。
も
う

一
つ
の
路
線
は
、

中
山
道
の
鴻
巣
宿

お
お
と
り
公
園
と

パ
ン
屋
の
間
の
宮

本
通
線
に
な
り
ま

す
。

問
電
線
共
同
溝
に
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト

は
分
か
る
が
、デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
の
か
。

答
道
路
掘
削
を
し
た
際
、
ケ
ー
ブ
ル
が

入
っ
て
い
る
鞘
管
を
破
損
し
て
し
ま
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
電
線
共
同
溝
を

整
備
し
た
時
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
考

え
ま
す
。

市
道
の
路
線
の
認
定

問
今
回
の
対
象
路
線
は
５
ｍ
と
、
４
・
５

ｍ
の
幅
員
で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
４
ｍ

で
も
よ
か
っ
た
と
思
う
が
、
基
準
よ
り
広

い
の
は
開
発
業
者
の
判
断
な
の
か
。

答
鴻
巣
市
開
発
事
業
指
導
要
綱
で
は
、
開

発
区
域
の
基
準
と
し
て
住
宅
系
で
開
発

面
積
が
１
５
０
０
㎡
未
満
は
４
ｍ
以
上
、

１
５
０
０
㎡
以
上
６
０
０
０
㎡
未
満
は

４
・
５
ｍ
以
上
、
６
０
０
０
㎡
以
上
１
万

㎡
未
満
は
５
・
５
ｍ
以
上
の
幅
員
を
求
め

て
い
ま
す
。
今
回
の
対
象
路
線
は
開
発
業

者
の
判
断
で
す
。

当初予算

補正予算

条例の制定

その他

当初予算

当初予算

（イメージ図）
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問
投
票
所
の
投
票
管
理
者
や
事
務
従
事
者

な
ど
と
、
投
票
所
に
来
る
有
権
者
に
対
す

る
コ
ロ
ナ
対
策
は
。

答
投
票
管
理
者
、
事
務
従
事
者
な
ど
の

前
面
に
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
設
置
し
、
さ

ら
に
マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着

用
に
よ
り
飛
沫
防
止
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
投
票
所
内
の
定
期
的
な
換
気
も
行
い

ま
す
。
有
権
者
に
対
し
て
は
、
投
票
所
出

入
口
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
の
配
置
を
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
に
は

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
の
配
付
を
予
定
し
て
い
ま

す
。ま
た
、待
機
列
の
床
に
テ
ー
プ
を
貼
り
、

一
定
の
間
隔
を
示
し
、
間
隔
を
空
け
て
記

載
台
を
使
用
す
る
な
ど
、
投
票
者
の
皆
さ

ん
が
一
定
の
距
離
を
保
て
る
よ
う
努
め
ま

す
。

問
有
権
者
へ
の
鉛
筆
の
配
付
や
マ
イ
鉛
筆

を
持
参
し
て
の
投
票
は
。

答
コ
ロ
ナ
禍
で
の
状
況
で
は
記
載
台
に
鉛

筆
を
設
置
せ
ず
、入
口
で
鉛
筆
を
配
付
し
、

記
入
後
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
行
う
方
法

を
中
心
に
、
筆
記
用
具
の
持
ち
込
み
に
つ

い
て
は
周
知
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
鴻
巣
市
議
会
で
は
、
議
会
改
革
の
一
環

と
し
て
、
令
和
元
年
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
精
度
の
向
上
を

目
的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
の
検
討
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
議
員
５
人
で
構
成
す
る
「
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
中

心
に
計
10
回
の
検
討
会
議
を
開
催
し
、
先

進
地
の
状
況
把
握
、
使
用
基
準
及
び
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
、
協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
名
称

を
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
推
進
チ
ー
ム
」
と

し
、
議
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
力
・
知
識

の
底
上
げ
と
、
災
害
時
等
に
備
え
た
オ
ン

ラ
イ
ン
会
議
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

〇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

　
・
金
子　
裕
太
議
員
（
リ
ー
ダ
ー
）

　
・
金
子　
雄
一
議
長

　
・
永
沼　
博
昭
議
員

　
・
加
藤　
英
樹
議
員

　
・
芝
嵜　
和
好
議
員

　
今
回
の
改
正
は
、
女
性
を
は
じ
め
と

す
る
多
様
な
人
材
の
市
議
会
へ
の
参
画

を
促
進
す
る
環
境
整
備
を
図
る
観
点
か

ら
、
住
民
が
議
員
と
し
て
活
動
す
る
に

当
た
っ
て
の
制
約
要
因
を
解
消
す
る
た

め
、
本
会
議
や
委
員
会
へ
の
欠
席
事
由

と
し
て
育
児
、
看
護
、
介
護
等
を
明
文

化
す
る
と
と
も
に
、
出
産
に
つ
い
て
産

前
・
産
後
期
間
に
も
配
慮
し
た
規
定

の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
出
席
で
き
な
い

事
由
を
「
事
故
の
た
め
」
と
し
て
い
た

も
の
を
、「
公
務
」、「
疾
病
」、「
育
児
」、

「
看
護
」、「
介
護
」、「
配
偶
者
の
出
産
補

助
」、「
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由
」

に
改
め
、
議
員
又
は
委
員
本
人
が
出
産

す
る
場
合
の
欠
席
期
間
に
つ
い
て
、「
日

数
を
定
め
て
」
と
し
て
い
た
も
の
を
、

医
学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
、
母
体
の
健

康
維
持
・
回
復
に
必
要
な
期
間
と
し
て
、

産
前
６
週
間
、
産
後
８
週
間
を
欠
席
期

間
の
上
限
と
し
て
改
め
ま
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号

鴻
巣
市
議
会
会
議
規
則
の

鴻
巣
市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
部
を
改
正
す
る
規
則

規則の一部改正

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

行
政
委
員
に
対
す
る
質
問

令
和
３
年
３
月
定
例
会
よ
り

令
和
３
年
３
月
定
例
会
よ
り

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

鴻
巣
市
議
会
に
お
け
る

鴻
巣
市
議
会
に
お
け
る

申
請
書
等
の
押
印
見
直
し

申
請
書
等
の
押
印
見
直
し

選
挙
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

公
明
党　

永
沼
博
昭

　
鴻
巣
市
議
会
で
は
、
行
政
手
続
等
に
お

い
て
原
則
と
し
て
押
印
を
廃
止
す
る
政
府

の
政
策
動
向
、
本
市
に
お
け
る
申
請
書
等

の
押
印
見
直
し
を
踏
ま
え
、
市
議
会
に
お

い
て
押
印
を
求
め
て
き
た
31
の
様
式
に
つ

い
て
、
見
直
し
を
実
施
し
、
令
和
３
年
３

月
定
例
会
で
関
係
条
例（
委
員
会
第
２
号
、

委
員
会
第
３
号
）
等
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
原
則
署
名
と
し
、
身
体
的
理
由
に
よ
り

署
名
が
困
難
な
事
例
が
想
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
単
に
押
印
を
廃
止
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
選
択
肢
と
し
て
記
名
押
印
の
項
目

を
設
け
ま
し
た
。

　
な
お
、
市
民
の
権
利
で
あ
る
請
願
・
陳

情
の
書
式
例
に
つ
い
て
も
同
様
の
改
正
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
※ 

詳
細
は
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し

て
く
だ
さ
い
。
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